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大木のみなさんと共につくる「みんなの学校」
～大木小学校～

　大木小学校は、児童と家庭・
地域・学校の大人でつくる「み
んなの学校」です。特に大木の
みなさんは、児童のために様々
な協力をしてくれています。
　8月の登校日には、長生会のみ
なさんが児童たちといっしょに「ミニライトモルッ
ク大会」を開催してくれました。地域の人と児童が
いっしょにチームを作って、ゲームが進むと大きな
歓声が聞こえていました。

　また町内会のみなさんは「盆お
どり」を教えに来てくれました。
大木では「佐野くどき」のおどり
方がアレンジされていて少し難
しいのですが、高学年になるとみ
んな上手に踊っています。

　このほかにも「田植え」「たいこ教室」「もちつき」
など様々な機会に大木のみなさんに協力してもらっ
ています。地域のみなさんの力を借りながら大木小
学校でないとできな
い体験を通して、学
ぶことのおもしろさ
と人と交流する楽し
さを感じ、いろいろ
なしあわせを発見し
ていく大木小学校の
児童です。

　8月6日、広島に原爆が投下さ
れてから80年のこの日に全校で
平和学習を行いました。前半は、
3年生のプログラム委員会によ
る学習の経緯と、修学旅行で学
んできた平和への想いが全校生
徒へと伝えられました。日ごろ
から当たり前だと思っている幸
せが当たり前ではなかった時代があり、世界を見れば今
もなお苦しんでいる人たちがいる、そのために優しい世
界をつくっていくと、宣言してくれました。
　後半はスーダンから日本へきて、本校の夜間学級で
学ぶ家族が来てくれました。3年前からの内戦により、
銃の音におびえ、いつ死んでもおかしくない、常に緊
張を強いられる生活から、日本へきて安心して眠れる
ようになったそうです。最後にナジックさん、ノーハ
さんから送られたメッセージを紹介します。

　「みなさんのしあわせ
をいのっています。いき
ているかぎり、ふかのう
なことはありません。ベ
ストをつくして、ゆめを
かなえてください。」
　ここにいたみんなが平
和について深く考える
きっかけとなりました。

平和をつくる未来の君たちへ
～佐野中学校～
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。
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ど
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。
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